
令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

第
二
百
八
十
八
条
及
び
第
二
百
八
十
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
国
税
徴
収
法
の
例
に
よ
る
道
府
県
法
定
外
普
通
税
に
係
る
滞
納
処
分
に
関
す
る
虚
偽
の
陳
述
の
罪
）

第
二
百
八
十
八
条

第
二
百
八
十
五
条
第
六
項
の
場
合
に
お
い
て
、
国
税
徴
収
法
第
九
十
九
条
の
二
（
同
法
第
百
九

条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
例
に
よ
り
道
府
県
知
事
に
対
し
て
陳
述
す
べ
き
事
項
に

つ
い
て
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
二
百
八
十
九
条

削
除

第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
四
号
イ
中
「
第
四
十
二
条
の
十
（
第
一
項
、第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
八
項
」

を
「
第
四
十
二
条
の
十
（
第
一
項
、
第
三
項
、
第
四
項
及
び
第
七
項
」
に
、「
第
四
十
二
条
の
十
二
の
六
」
を
「
第
四

十
二
条
の
十
二
の
五
の
二
」
に
、「
第
六
十
六
条
の
七
（
第
三
項
、
第
六
項
及
び
第
十
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
」を「
第

六
十
六
条
の
七
（
第
三
項
、
第
七
項
及
び
第
十
一
項
か
ら
第
十
四
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
四
十
二
条
の

十
（
第
一
項
、
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
及
び
第
八
項
」
を
「
第
四
十
二
条
の
十
（
第
一
項
、
第
三
項
、
第
四
項
及

び
第
七
項
」
に
、「
第
四
十
二
条
の
十
二
の
六
」
を
「
第
四
十
二
条
の
十
二
の
五
の
二
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
の
三

イ
及
び
ロ
中
「
第
六
十
八
条
の
十
五
の
七
」
を
「
第
六
十
八
条
の
十
五
の
六
の
二
」
に
改
め
、同
項
第
十
一
号
中「
次

に
掲
げ
る
者
」
の
下
に
「
で
ひ
と
り
親
に
該
当
し
な
い
も
の
」
を
加
え
、
同
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ

夫
と
離
婚
し
た
後
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の

扶
養
親
族
を
有
す
る
こ
と
。

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
五
百
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

そ
の
者
と
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も

の
が
い
な
い
こ
と
。

第
三
百
十
七
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
五
項
」
を
「
第
三
百
十
四
条
の
二
第
四
項
」

に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
額
」
を
「
寡
婦
控
除
額
、
ひ
と
り
親
控
除
額
」
に
改
め
る
。

第
三
百
十
七
条
の
三
の
二
の
見
出
し
中
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
を
「
扶
養
親
族
申
告
書
」
に
改
め
、
同
条
第
一

項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
三
号
と
す
る
。

第
三
百
十
七
条
の
三
の
三
の
見
出
し
中
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
を
「
扶
養
親
族
申
告
書
」
に
改
め
、
同
条
第
一

項
中
「
若
し
く
は
単
身
児
童
扶
養
者
で
あ
る
者
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
四
号
を
同
項
第
三
号
と

す
る
。

第
三
百
二
十
一
条
の
八
第
二
十
四
項
中
「
第
六
十
六
条
の
七
第
四
項
及
び
第
十
項
」
を
「
第
六
十
六
条
の
七
第
五

項
及
び
第
十
一
項
」
に
、「
の
同
法
第
六
十
六
条
の
七
第
四
項
」
を
「
の
同
法
第
六
十
六
条
の
七
第
五
項
」
に
、「
第
六

十
六
条
の
七
第
四
項
に
規
定
す
る
法
人
税
の
額
及
び
同
条
第
十
項
」
を
「
第
六
十
六
条
の
七
第
五
項
に
規
定
す
る
法

人
税
の
額
及
び
同
条
第
十
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
百
三
十
四
条
か
ら
第
三
百
四
十
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
国
税
徴
収
法
の
例
に
よ
る
市
町
村
民
税
に
係
る
滞
納
処
分
に
関
す
る
虚
偽
の
陳
述
の
罪
）

第
三
百
三
十
四
条

第
三
百
三
十
一
条
第
六
項
の
場
合
に
お
い
て
、
国
税
徴
収
法
第
九
十
九
条
の
二
（
同
法
第
百
九

条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
の
例
に
よ
り
市
町
村
長
に
対
し
て
陳
述
す
べ
き
事
項
に
つ

い
て
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

（
個
人
の
道
府
県
民
税
に
係
る
督
促
、
滞
納
処
分
等
）

第
三
百
三
十
五
条

市
町
村
は
、
個
人
の
市
町
村
民
税
に
係
る
地
方
団
体
の
徴
収
金
に
つ
い
て
督
促
状
を
発
し
、
滞

納
処
分
を
し
、
及
び
交
付
要
求
を
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
法
律
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
当
該

個
人
の
道
府
県
民
税
に
係
る
地
方
団
体
の
徴
収
金
に
つ
い
て
併
せ
て
督
促
状
を
発
し
、
滞
納
処
分
を
し
、
及
び
交

付
要
求
を
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
百
三
十
六
条
か
ら
第
三
百
四
十
条
ま
で

削
除

第
三
百
四
十
三
条
第
二
項
中
「
登
録
さ
れ
て
い
る
」
を
「
登
録
が
さ
れ
て
い
る
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
に

よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、「
に
お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
改
め
、「
こ
れ
を
」
を
削
り
、
同
項
に
後
段
と
し
て
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
市
町
村
は
、
当
該
登
録
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
当

該
使
用
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
百
四
十
三
条
第
九
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
に
よ
つ

て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
、「
に

お
い
て
は
」
を
「
に
は
」
に
、「
登
録
さ
れ
て
い
る
」
を
「
登
録
が
さ
れ
て
い
る
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と

し
、
同
条
第
五
項
中
「
に
よ
つ
て
」
を
「
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
の
次
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

５

市
町
村
は
、
相
当
な
努
力
が
払
わ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
探
索
を
行
つ

て
も
な
お
固
定
資
産
の
所
有
者
の
存
在
が
不
明
で
あ
る
場
合
（
前
項
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
。）に
は
、
そ
の
使

用
者
を
所
有
者
と
み
な
し
て
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
し
、
そ
の
者
に
固
定
資
産
税
を
課
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
市
町
村
は
、
当
該
登
録
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を

当
該
使
用
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
百
四
十
八
条
第
二
項
第
三
十
五
号
中
「
第
三
百
四
十
九
条
の
三
第
十
九
項
」
を
「
第
三
百
四
十
九
条
の
三
第

十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
十
六
号
中
「
第
三
百
四
十
九
条
の
三
第
二
十
二
項
」
を
「
第
三
百
四
十
九
条
の
三
第

二
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
三
百
四
十
九
条
の
三
第
二
十
四
項
」
を
「
第
三
百
四
十
九
条
の
三
第
二

十
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
一
号
ロ
中
「
イ
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、」を
削
り
、「
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
五
百

万
円
以
下
で
あ
る
」
を
「
イ

及
び

に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
」
に
改
め
、
同
項
第
十
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。十

二

ひ
と
り
親

現
に
婚
姻
を
し
て
い
な
い
者
又
は
配
偶
者
の
生
死
の
明
ら
か
で
な
い
者
で
政
令
で
定
め
る
も

の
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
も
の
を
い
う
。

イ

そ
の
者
と
生
計
を
一
に
す
る
子
で
政
令
で
定
め
る
も
の
を
有
す
る
こ
と
。

ロ

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
五
百
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

ハ

そ
の
者
と
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の

が
い
な
い
こ
と
。

第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
二
号
の
二
を
削
る
。

第
二
百
九
十
五
条
第
一
項
第
二
号
中
「
寡
夫
」
を
「
ひ
と
り
親
」
に
改
め
る
。

第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
五
号
イ
中
「
第
八
項
第
一
号
イ
」
を
「
第
七
項
第
一
号
イ
」
に
、「
第
八
項
に
」
を

「
第
七
項
に
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
八
項
第
二
号
」
を
「
第
七
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
第
四

項
及
び
第
九
項
」
を
「
第
三
項
及
び
第
八
項
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
又
は
寡
夫
」
を
削
り
、
同
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

八
の
二

ひ
と
り
親
で
あ
る
所
得
割
の
納
税
義
務
者

三
十
万
円

第
三
百
十
四
条
の
二
第
一
項
第
十
一
号
中
「
第
九
項
」
を
「
第
八
項
」
に
、「
第
五
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、

同
条
中
第
三
項
を
削
り
、
第
四
項
を
第
三
項
と
し
、
第
五
項
を
第
四
項
と
し
、
第
六
項
を
第
五
項
と
し
、
同
条
第
七

項
中
「
第
四
項
」
を
「
第
三
項
」
に
改
め
、「
及
び
第
三
項
」
を
削
り
、「
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
額
と
、第
一
項
第
九
号
」

を
「
寡
婦
控
除
額
と
、
同
項
第
八
号
の
二
の
規
定
に
よ
り
控
除
す
べ
き
金
額
を
ひ
と
り
親
控
除
額
と
、同
項
第
九
号
」

に
、「
第
五
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
八
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第

九
項
中
「
、
第
四
項
又
は
第
五
項
」
を
「
又
は
第
四
項
」
に
改
め
、「
第
三
項
の
規
定
に
該
当
す
る
寡
婦
若
し
く
は
そ

の
他
の
」
を
削
り
、「
寡
夫
」
を
「
ひ
と
り
親
」
に
、「
第
四
項
の
」
を
「
第
三
項
の
」
に
、「
、
第
五
項
」
を
「
、
第
四

項
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
親
族
（
扶
養
親
族
を
除
く
。）」
を
「
子
」
に
、「
そ
の
親
族
」
を
「
当
該
子
」に
、

「
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
一
号
イ
又
は
第
十
二
号
」
を
「
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
二
号
イ
」
に
、「
親

族
に
」
を
「
子
に
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
十
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
を

同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
中
「
寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
額
」
を
「
寡
婦
控
除
額
、
ひ
と
り
親
控
除
額
」
に
改

め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同
条
第
十
三
項
を
同
条
第
十
二
項
と
す
る
。

第
三
百
十
四
条
の
六
第
一
号
イ
の
表

の
項
中
「
寡
夫
」
を
「
ひ
と
り
親
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」に
改
め
、「（

に
掲
げ
る
者
を
除
く
。）」
を
削
り
、
同
表

の
項
中
「
第
二
百
九
十
二
条
第
一
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
寡
婦
の
う

ち
同
号
イ
に
該
当
す
る
者
で
、
扶
養
親
族
で
あ
る
子
を
有
し
、
か
つ
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
五
百
万
円
以
下
」

を
「
ひ
と
り
親
で
政
令
で
定
め
る
も
の
」
に
改
め
る
。
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